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IJU応揮団のみな±んの活動内寧を掲載してい書す｡

今国捗､里山ひさじ村です!J
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用兼町樋余地地域ってどんなとこ??

周東町樋余地地区は､人口99人､世帯数52戸(平成22.2.1

現在)で周東町の北部に位置する豊かな山に囲まれた地域で

す｡都会からの若者の新規就農の手助けをするなど､Ⅰターン

事業にも積極的に協力しています｡

メダカの住むきれいな水､牛の放牧されている豊かな大地｡ほ

のぼのとしていてどこか懐かしい風景｡そんな里山の自然再

生にも地域のみんなで取り組んでいます｡
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～↓↓王山ひきじ村か弓の〆Yセーダです↓↓～

地方の時代､地域の活力といった気運は農業関係では朝市二直販所の賑わいによっても知ることが

できます｡しかし里山ひよじ村では､近代農法がもたらした食物への不安､自然環境(里山の自然)

の崩壊の再生こそが地域の活性化でなくてはならないと考えています｡地域活性化とは､自然と共に

生きる有機農法によって､農家と街の人の食の安全･安心･自給自足を目指し､実現できるものと思

っています｡その実現のために､有機震業を志す新規就農の若者との出会いが始まりました｡

私たらは物質的豊かさと引替えに､多くの大切なものを失ってきました｡というより､忘れてしま

いました｡その-つは自然です｡次に中山間地域社会の崩壊です｡その大切さに気付いて多くの支援･

応援の活動に力を入れられているとしても､さらに進行しているといえるでしょう｡｢村｣社会は近代

社会によって､その閉塞性から前近代的などと指摘され､｢自立｣｢相互扶助｣といったことを失い忘

れられてしまいました｡そしてさらなる崩壊に向かっています｡私たらは有機農業生産者と消章者と

いう地域を越えた共同体(相互扶助)として｢村｣を考え､再出発を考えようとしています｡

～収穫祭(H17.11.23)～ 収穫祭しゆうなん若者サポー 里山ひよじ村の唱｢里山人歌｣製

トステーションの若者まき割 作メンバー

り作業




